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難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究 

分担研究報告書 

 

急性肝不全・LOHF に対する肝移植症例における移植前のステロイド投与の 

有用性・安全性に関する検討 

 

研究協力者 坂井田 功 山口大学大学院医学系研究科消化器内科学 教授 

 

研究要旨：急性肝不全・LOHF の内科的救命困難例における最終的な治療は肝移植だが、

治療経過の中で移植前にステロイドが投与されることが多い。今回、移植前のステロ

イド投与の有効性・安全性を後ろ向きに検討した。ステロイドは亜急性型など予後不

良例で投与されることが多く、特に移植までの期間が長い症例で感染症の合併が多い

傾向にあったが、投与自体による移植後転帰の悪化は認めなかった。以上より、急性

肝不全・LOH に対する移植前のステロイド投与の安全性と有効性が示唆された。 

 

Ａ．研究目的 

急性肝不全昏睡型（特に亜急性型）や LOHF

は予後不良の疾患である。本邦ではこれらの

疾患に対し、副腎皮質ステロイドが使用され

ることが多く、肝細胞破壊に関わる免疫応答

や微小循環障害を抑制し、肝再生不全を回避

することが目的とされる。実際に、急性肝不

全に対する早期からのステロイド投与の有

効性が報告されている。一方、内科的救命困

難となり最終的に肝移植に至った症例にお

いて、移植前のステロイド投与による有害事

象や移植成績への影響についてまとまった

検討は行われていない。今回、急性肝不全・

LOHF に対し肝移植を行った症例における移

植前のステロイド投与の安全性・有効性を後

ろ向きに検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

「難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究

班」 劇症肝炎分科会で保有する 2010 年か

ら 2015 年までの急性肝不全症例および LOHF

症例の全 1603 例を対象とした。 

この中で、急性肝不全および LOHF 症例の

うち肝移植を行った170例のうちステロイド

の有無が不明な 3例を除く 167 例について、

ステロイド投与の有無別の背景（年齢、性別、

基礎疾患、成因）、転帰（移植後生存/死亡）、

合併症の発生（消化管出血, 感染, DIC, 腎

障害, 脳浮腫）を比較検討した。また、ステ

ロイド投与群の中で、感染症の有無別に患者

背景や治療経過（移植までの日数等）を比較

検討した。 

 

統計解析は JMP Pro 13 を用い、Fisher の正

確検定、U検定、χ2検討等で行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究は研究班が所属する匿名化されたデ

ータを用いて行い、解析結果や公表する結果

から個人が特定されることはない。また情報

の提供にあたっては研究班の各参加施設で

倫理審査など適切な手続きを経て行われて

いる。 

 

Ｃ．研究結果 

肝移植症例 167 例において、ステロイド投

与の有無別で病型の割合に有意差を認め、ス
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テロイド投与群で昏睡亜急性型が多いこと

が示されたが、移植後転帰（生死）に有意差

は認めなかった。一方、合併症について、ス

テロイド投与群で統計学的有意差は無いが

感染症が多くなる傾向が見られた（p=0.06）

（Table 1）。 

次に、ステロイド投与群で感染症の有無別

に治療経過を比較し、感染症発生群で、「発

症から移植までの日数」「ステロイド投与か

ら移植までの日数」「昏睡Ⅱ度から移植まで

の日数」のいずれもが有意に長かった（Table 

2）。 

 

Ｄ．考察 

急性肝不全・LOHF に対する治療として、ス

テロイドは昏睡亜急性型など当初から予後

不良と予測される症例で積極的に用いられ

ているが、ステロイド投与の有無別で移植後

転帰に有意差は無かった。ただし、移植前に

ステロイドを投与した群で感染症の合併が

多い傾向にあり、臨床経過として、症状発症

から移植まで、ステロイド投与から移植まで、

昏睡 II 度出現から移植までのいずれにおい

ても期間が長いほどそのリスクが増すこと

が示された。移植が適応となる症例において、

可能な限り早期に移植を実施することが感

染症対策に重要と考えられる。ただし、感染

症発生自体による移植後転帰（生死）の悪化

はなかった。このように、ステロイドは重篤

な症例に用いられる一方で移植後転帰の差

が無く、その安全性と有効性を示唆するもの

と考えられた。 

以上より、急性肝不全・LOHF 症例で移植が

考慮される症例における移植前ステロイド

投与の安全性と有効性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

 急性肝不全・LOHF 症例で肝移植が考慮され

る場合において、移植前のステロイド投与の

安全性と有効性が示された。 

 

Ｆ．研究発表 

 1.  論文発表 

 なし 

 

 2.  学会発表 

 なし 

                   

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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